
自らの学びを深めるための基礎となる知識

技能を習得し、使いこなすことができる力 

・聞く力 

・各教科での見方・考え方 

・社会の基本的ルール 

・自分を大切にする心 

・命の大切さ 

・自尊感情 

・学習環境整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 志高く 未来を切り拓く 』 立川中学校通信   第２3号 令和 5年２月 10日（金）発行 

文責 佐藤正人 

雪の日の朝、転んで動けなくなっ

ている人を見つけたＡさんは、自分

のマフラーを倒れている人にかけて

あげ、救急車と警察の方が来るまで

寄り添ってくれました。 

 

生徒総会の時、考えを求められた

友達が、意見をまとめられずに困っ

ていたとき、「こんな視点で考えて

みては」「こんな例もあるよね」と

助け船を出してくれました。 

 

自分が住む所とは違った地域で、ボ

ランティアの募集があったとき、率先

して手を上げ参加し、意欲的に地域や

社会と関わろうとしました。 

 

 これら生徒の行動は、一朝一夕に習得し実践に移すことはできない力です。幼少期又は小学校時代から時間をかけて家族

の支えや、学校や地域での人とのかかわりの中で身に付けてきた力だと思います。生徒が生まれ育った環境も大きく影響し

ていることでしょう。 立川中学校と立川小学校は連携し、このような「見えない学力」育成に努めています。次年度は、

認定こども園「風来風流」とも連携し、幼・保・小・中 15 年を見据えた教育を進めて参ります。 

〈基礎力〉 

知識を統合して新たな価値を発見し、学

びを生かすことができる力 

・問う力 

・思考力・判断力・表現力 

・新たな価値を発見する力 

・学びを生かす力 

 

〈学習力〉 

かかわりの中で、自らの世界を広げ深めながら、

共に生きる喜びを実感することができる力 

・人や物とかかわって学びを広げ深める力 

・友だちの個性を受け止めて生活する力 

・切磋琢磨し、共に高め合う力 

〈共生力〉 

小学校では 立小では「学び合い かしこい子・支え合い 清い子・鍛え合い たくましい子」の育成に向け、以下の３つの力

を柱として取り組んでいます。 

『僕は卒業後○○高校野球部に入部し、甲子園を目指

します。』 『僕は、□□高校に進学し、○○高校に勝

ち、甲子園大会に出場します。共に競い合いましょう』 

（３年帰りの会での一場面） 

家の人の都合で、目的地まで送ってもらえなかった時、バス

時刻を調べ、自力で目的地まで足を運び、帰りもバスで帰りま

した。 

メンバーが足りず、試合に出られない仲間のことを知った生徒が、一緒に練習を重ね、選手として大会に出場し大活躍。 

立川中学校が育む力は前号をご参考下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


